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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

10
月
25
日
に
、
自
治
体
退
職
者

会
東
京
都
本
部
第
22
回
定
期
総
会

が
都
庁
職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
①
脱
原
発
・
核
兵
器

廃
棄
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

を
目
指
す
こ
と
、
②
あ
ま
り
に
も

し
ま
し
た
。
確
認
し
た
活
動
方
針

を
踏
ま
え
た
「
総
会
宣
言
」
は
、

「
こ
れ
か
ら
高
齢
者
に
な
る
次
世
代

の
た
め
、
命
あ
る
限
り
奮
闘
す
る
」

自
治
退
都
本
部
22
回
総
会

次
世
代
の
た
め
命
あ
る
限
り

奮
闘
す
る
決
意
を
確
認

大
き
な
「
負
の
遺
産
」
を

残
し
た
自
民
党
政
権
へ
の

回
帰
を
許
さ
ず
、
初
心
に

か
え
っ
て
民
主
党
政
権
を

立
て
直
す
こ
と
、
③
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
保
障
の

充
実
と
戦
争
の
な
い
平
和

な
社
会
を
目
指
す
こ
と
、

④
高
齢
者
自
身
が
自
覚
的

に
立
ち
上
が
り
現
役
世
代

と
も
連
帯
し
て
闘
っ
て
い

く
こ
と
、
⑤
組
織
の
拡
充

強
化
を
目
指
す
こ
と
な
ど

を
柱
と
す
る
方
針
を
確
認

た
。
会
の
運
営
は
三
役
含
む
10
人

の
常
任
幹
事
で
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
常
任
幹
事
の
任
に
庄
司
事
務

局
長
が
就
き
ま
し
た
。
な
お
、
長

く
事
務
局
長
を
担
っ
て
き
た
福
島

さ
ん
（
新
宿
）
が
退
任
（
東
京
高

退
連
へ
転
出
）
し
、
後
任
に
本
郷

さ
ん
（
港
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

清
掃
退
も
自
治
退
運
動
に
責
任

あ
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
運
動
の
推
進
と
会
員
拡
大
へ
向

け
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

庄
司
事
務
局
長
が
常
任
幹
事
に
就
任

佐藤会計
本郷事務局長

花輪副会長
庄司常幹

浅沼会長

と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
で
役

員
が
変
わ
り
ま
し

旅
行
と
親
睦
交
流
行
事
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

来
年
以
降
の
親
睦
と
交
流
行
事
企
画
の
検

討
素
材
に
す
る
た
め
、
①
旅
行
の
泊
数
と
回

数
は
年
何
回
・
何
泊
が
適
当
か
、
②
交
流
行

事
と
し
て
３
月
に
お
花
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
開
催
を
希
望
す
る

親
睦
・
交
流
行
事
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
来
年
以

降
の
旅
行
日
程
を
判
断
し
、
交
流
行
事
の
種

類
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
返
信
は
が
き
に
回
答
を
記
載
し
、

11
月
30
日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

長野県・高峰温泉
（ランプの湯）
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10
月
28
日
、
特
別
区
人
事
委

員
会
は
0.2
％
減
、
842
円
減
（
年

間
平
均
で
約
１
万
３
千
円
減
）

の
不
当
な
給
与
改
定
勧
告
を
行

い
ま
し
た
（
詳
細
は
東
京
清
掃

本
部
機
関
紙
を
参
照
）。

　

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
国
の

勧
告
が
遅
れ
、
特
別
区
の
勧
告

も
例
年
よ
り
20
日
近
く
遅
れ
ま

し
た
。
そ
の
分
だ
け
、
確
定
闘

争
の
た
め
の
時
間
を
短
縮
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
厳
し

い
構
造
の
も
と
で
の
闘
い
で
す

が
、
東
京
清
掃
は
、
次
の
３
波

の
決
起
集
会
等
を
背
景
に
区
長

会
と
の
交
渉
を
強
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
退
職
者
会
も
応

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
第
１
波　

11
月
１
日
18
時

　

総
評
会
館
（
お
茶
の
水
）

●
第
２
波　

11
月
７
日
〜
９
日

　

に
地
連
別
集
会

●
区
政
会
館
坐
込
み
要
請
行
動

　

11
月
15
日
午
前
中
（
予
定
）

●
第
３
波　

11
月
15
日
18
時

　

全
電
通
会
館
（
お
茶
の
水
）

長
、
小
林
事
務
局
次
長
、
戸
枝
会
計
が

出
席
。
要
請
し
た
内
容
は
①
中
執
で
会

員
拡
大
の
取
組
み
を
要
請
、
②
東
京
清

掃
本
部
（
退
職
者
会
等
高
齢
化
対
策
委

員
会
）
と
の
定
期
協
議
実
施
等
で
す
。

▼
10
月
12
日
、
自
治
退
都
本
部
第
４
回

幹
事
会
が
都
本
部
会
議
室
で
開
催
さ

れ
小
林
事
務
局
次
長
（
幹
事
）
が
参
加
。

主
な
議
案
は
定
期
総
会
議
案
で
し
た
。

▼
10
月
15
日
、
都
退
協
結
成
40
周
年
記

退職者会
活動日誌

念
講
演
会
が
全
水
道
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
戸
張
副
会
長
と
戸
枝
会

計
が
参
加
。
記
念
講
演
の
概
要
は
別

記
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
10
月
16
日
、
東
京
清
掃
第
80
回
定

期
大
会
が
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
鈴
木
副
会
長

と
戸
枝
会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。
鈴

木
副
会
長
の
来
賓
挨
拶
は
今
年
も
若

い
大
会
参
加
者
か
ら
好
評
で
し
た
。

▼
10
月
17
日
、
第
６
回
三
役
会
を
開

催
し
、
会
員
拡
大
へ
向
け
た
取
組
み
、

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
の
対
応
、
来

年
３
月
ま
で
の
主
な
行
事
計
画
等
を

検
討
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
４
名
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
２
回
。

主
な
取
組
み
は
、
当
面
の
活
動
企
画
、

旅
行
会
出
欠
集
約
、
脱
原
発
署
名
案

内
、
機
関
紙
発
送
な
ど
で
し
た
。

＊
９
月
27
日
の
第
３
回

幹
事
会
以
降
10
月
17
日

の
第
６
回
三
役
会
ま
で

▼
10
月
４
日
、
東
京

清
掃
本
部
に
組
織
強
化

に
つ
い
て
要
請
し
ま
し

た
。
本
部
か
ら
西
川
委

員
長
と
染
書
記
長
、
退

職
者
会
は
庄
司
事
務
局

　

10
月
15
日
に
全
水
道
会
館
で
東

京
都
退
職
者
協
議
会
結
成
40
周
年

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
民
主
党
の
財
政

政
策
に
影
響
力
を
も
つ
神
野
東
大

名
誉
教
授
に
よ
る
「
900
兆
円
の
借

金
で
な
ぜ
円
高
か
〜
今
後
の
日
本

経
済
と
社
会
は
ど
う
な
る
〜
」
で
、

19
世
紀
後
半
以
降
の
経
済
史
、
比

較
財
政
学
、
社
会
保
障
論
と
多
岐

に
わ
た
る
も
の
で
し
た
が
、
要
約

次
の
と
お
り
で
す
。

　

900
兆
円
の
借
金
は
国
債
が
ほ
と

ん
ど
で
、
国
内
消
費
さ
れ
て
お
り
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
財
政
収
支
赤
字
は
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
よ
り
低
い
。

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
債
務
残
高
は
先
進
国

中
最
高
だ
が
、
内
国
債
で
国
家
破

綻
し
た
例
は
な
い
。
円
高
の
原
因

は
、
日
本
は
外
国
債
を
大
量
保
有

し
、
消
費
税
が
低
く
、
余
裕
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
賃
金

抑
制
に
よ
り
国
際
競
争
力
が
落
ち

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
危
機
は
80
年
前
の

軸
の
体
制
の
崩
壊
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
ソ
フ
ト

産
業
基
軸
の
知
識
社
会
を
迎
え
る

が
、
ど
う
い
う
国
家
体
制
・
社
会

秩
序
を
つ
く
っ
て
い
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
重
工
業
型
か
ら
新
産

業
へ
の
転
換
に
は
新
し
い
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
必
要
だ
。

　

新
自
由
主
義
者
は
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
外
せ
と
主
張
す
る
が
、

新
自
由
主
義
国
家
は
格
差
が
大
き

く
貧
困
率
が
高
い
。
社
会
的
支
出

に
よ
り
社
会
的
扶
助
が
高
ま
る
と

貧
困
が
減
る
。

　

社
会
保
障
が
充
実
し
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
充
実
し
て
い
る
国

は
労
働
組
合
が
強
い
。
日
本
は
社

会
保
障
は
自
己
責
任
・
税
は
高
負

担
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
齢

者
は
も
っ
と
「
怒
る
」
べ
き
だ
。

東京清掃の確定闘争を応援

900
兆
円
の
借
金
で
な
ぜ
円
高
か

高
格
差
・
高
貧
困
率
で
も
増
税

高
齢
者
は
も
っ
と
「
怒
れ
」

都
退
協
40
周
年
記
念
講
演
会

世
界
恐

慌
以
来

の
危
機

で
、
重

工
業
基
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東
京
清
掃
は
10
月
16
日
、
清
掃
会

館
の
直
近
に
あ
る
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋

（
住
友
不
動
産
飯
田
橋
駅
前
ビ
ル
）
で

第
80
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

西
川
委
員
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で「
３
・

11
大
震
災
の
復
旧
支
援
を
通
じ
て
直
営

の
優
位
性
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ

た
。
正
規
・
非
正
規
、
公
共
・
民
間
の

枠
を
超
え
た
社
会
的
労
働
運
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
の
清
掃
事

業
確
立
へ
向
け
、
市
民
・
地
域
に
発
信

し
て
い
こ
う
」
と
、
東
京
清
掃
の
進
む

べ
き
道
筋
を
示
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
を
代
表
し
鈴
木
副
会
長

は
、「
東
京
清
掃
は
結
成
以
来
闘
っ
て

結
集
し
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

は
今
年
86
歳
。
今
あ
る
人
生
は
み
な
さ

ん
の
が
ん
ば
り
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
る
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

経
過
と
方
針
の
討
議
に
７
名
の
代
議

員
が
発
言
し
、
①
清
掃
工
場
に
お
け
る

水
銀
混
入
や
放
射
能
汚
染
対
策
、
②
清

掃
工
場
業
務
委
託
阻
止
の
闘
い
、
③
級

格
付
廃
止
後
の
制
度
設
計
、
④
車
付
雇

上
対
策
の
具
体
的
取
組
み
、
⑤
勤
勉
手

当
へ
の
成
績
率
導
入
後
の
対
応
策
、
⑥

た
。
新
役
員
を
代
表
し
吉
田
委
員

長
は
、
全
組
合
員
・
全
支
部
の
総

結
集
を
呼
び
か
け
、「
こ
れ
ま
で
諸

先
輩
が
築
い
た
礎
を
基
に
が
ん
ば

る
」
決
意
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
面
の
取
組
み
強
化
の

た
め
副
委
員
長
を
１
名
増
員
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
三
役
・
常
任
は

別
記
の
と
お
り
で
す
。
東
京
清
掃

の
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

吉田新委員長が「これまで諸先輩が築
き上げた礎を基に頑張る」と決意表明

東京清掃第80回定期大会

東京清掃常任中央執行委員
●中央執行委員長　吉 田 　 寿（練　馬）
●副中央執行委員長　纐 纈 　 朗（墨　田）
●副中央執行委員長　大和田功治（渋　谷）
●副中央執行委員長　山﨑　英美（世田工）
●書 記 長　染 　 裕 之（中　野）
●書 記 次 長　桐田　達也（文　京）
●財 政 部 長　山 﨑 　 努（江戸川）
●組 織 部 長　坂本　浩明（玉　川）
●共 闘 部 長　松 本 　 稔（品　川）
●賃 金 部 長　野﨑　優三（板橋東）
●現 業 部 長　森田　裕二（　港　）
●教 育 宣 伝 部 長　斉藤　幸司（墨　田）

地
公
法
改
正
に
よ
る
自
律
的

労
使
関
係
下
に
お
け
る
闘
い

方
、
⑦
清
掃
関
係
法
改
正
へ

向
け
た
取
組
み
、
⑧
青
年
部

運
動
の
強
化
、⑨
地
連
・（
総
）

支
部
交
付
金
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
運
動
方
針
提

案
者
の
纐
纈
副
委
員
長
は
、

「
退
職
者
会
の
会
員
拡
大
は

東
京
清
掃
に
と
り
重
要
な
取

組
み
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
で
、
西
川
委

員
長
が
退
任
し
、
新
委
員
長

に
吉
田
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

き
た
。
以
前

と
違
い
、
現

在
は
各
区
交

渉
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
み

な
さ
ん
苦
労

さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、

働
く
者
の
幸

せ
を
つ
か
む

た
め
労
組
に

吉
田
委
員
長

纐
纈
副
委
員
長

大
和
田
副
委
員
長

山
﨑
副
委
員
長

染　
書
記
長

桐
田
書
記
次
長

西川前委員長
退任の挨拶
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止めよう原発 核のない世界へ！ なく
そう非正規労働！ すべての争議勝利！ 
作り出そう 戦争と貧困のない社会を！

　

10
月
24
日
、
団
結
ま
つ
り
が

亀
戸
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
鉄
闘
争
の
支
援
を
目
的

に
始
め
ら
れ
た
団
結
ま
つ
り
で

す
が
、
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」

と
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
た
労
働

者
派
遣
法
制
定
等
に
よ
る
雇
用

破
壊
・
格
差
と
貧
困
の
拡
大
に
抗

す
る
闘
い
へ
と
範
囲
を
拡
大
し
、

国
鉄
闘
争
が
解
決
し
た
後
も
継

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
放
射
能
被

曝
か
ら
福
島
県
の
子
ど
も
達
を

守
り
安
全
な
場
所
で
の
教
育
を

求
め
る
「
ふ
く
し
ま
集
団
疎
開

裁
判
の
会
」
の
報
告
や
、
非
正

規
争
議
の
闘
い
、
東
京
争
議
団

関
係
の
闘
い
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤

回
裁
判
原
告
団
か
ら
解
雇
撤
回
・

10・23団結まつり

職
場
復
帰
を
求
め
る
裁
判
へ
の

支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
暖

か
く
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各
テ

ン
ト
と
も
売
れ
行
き
好
調
、
熱

い
連
帯
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
、
例
年
同
様
、
本

部
・
各
地
連
・
青
年
部
・
女
性
部

の
８
つ
出
店
し
、
ま
つ
り
準
備
、

ご
み
回
収
、
終
了
後
の
撤
収
と
、

ま
つ
り
運
営
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
は
、
東
京
清

掃
纐
纈
副
委
員
長
の
「
ま
と
め
」

の
発
言
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
、
小
林
敬
佶
さ

ん
、
庄
司
さ
ん
（
お
孫
さ
ん
連

れ
）、
戸
枝
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。（
把
握
し
て
い
な
い
参
加
者

が
い
た
場
合
は
ご
め
ん
な
さ
い
）

第一地連

第二地連

第三地連

第四地連

第五地連

清掃本部

纐纈副委員長の音頭で
団結ガンバロウ

青年部

解雇撤回・安全確保を
訴える「ＪＡＬ解雇撤
回裁判原告団」

女性部


